
毎月、TAC（担い手支援担当）の取組み状況などをご報告いたします。

　宮代地区（中部エリア）担当の岡安です。今年度よりTACを担当させていただいております。皆様

のお役にたてるよう活動して参りたいと思いますので宜しくお願いいたします。

　今回は麦圃場のカラスムギ・ネズミムギ防除についてご報告いたします。

　現在、麦の圃場で防除の難しいカラスムギ・ネズミムギが発生しその種子が収穫時に混入すること

で、麦の品質を低下させることが問題となっております。現在ＪＡ南彩管内の試験圃場ではこのよう

な難防除雑草の個体数を少しでも減らすための試験

を行っています。

　現在の進捗状況ですが、8月上旬・8月下旬・10月

中旬に3回のロータリー耕起を行い、ある程度のカラ

スムギの発生が認められた11月中旬に茎葉処理除草

剤を散布し、麦を播種しました。今後は、土壌処理

剤を2回に分けて散布する予定です。

　これからも皆様のお役に立てるような情報提供・

報告が出来るように、努力してまいります。
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